
 様式４ 

令和７年度 実践事例報告書 

 

５学校番号 家 01 学校名 千葉県立佐倉東高等学校 担当教員名 仁平 知恵利 

ねらい 

☐ キャリア教育・ビジネス体験          ☑ 知的財産や社会制度への理解促進 

☑ 生徒の能力育成（創造性・主体性・表現力等）  ☐ 外部との連携強化・地域産業への理解促進 

☐ 指導体制の構築・教員のスキル向上       ☑ 学校の特色や専門性の強化・生徒募集 

☐ その他（                                    ） 

関連法 ☐ 特許・実用   ☑ 意匠   ☑ 商標  ☑ その他 （著作権                 ） 

年間の取組内容 対象者・実施機会等 
該当する 

要素の番号 知財学習の要素 

➀ 著作権講習会 服飾デザイン科 3年・ファッションデザイン ２,7,12 

創
造 

☑ (1)創造性を鍛える 
➁ 衣装の検討 服飾デザイン科 3 年・課題研究 1,3,７ ☑ (2)情報を利用する能力 
➂ ショー構成の発案・課題検討 服飾デザイン科 3年・ファッションデザイン ２,4,10 ☑ (3)発想・技術を表現する能力 
④ 成果発表（ファッションショー）① 文化祭・校外行事 3,６,11 ☑ (4)観察力を鍛える 
⑤ 知的財産権講習会 服飾デザイン科 1,2年・ファッションデザイン 9,12,13 ☑ (5)技術を体系的に把握する能力 
⑥ 商品開発 服飾デザイン科 1 年・生活産業基礎 1,3,7 

保
護 

☑ (6)商品や社会とのつながりの理解 
➆ 商品の検討・試作および製作 服飾デザイン科 2年・ファッションデザイン 3,5,7 ☑ (7)保護・尊重する意識 
⑧ 成果発表（小物販売）② 文化祭・校外行事 2,6,11 ☐ (8)技術等と権利の対応関係を把握する能力 
⑨    ☑ (9)手続の理解  
⑩    活

用 
☑ (10)権利を活用する能力 

⑪    ☑ (11)産業や経済との関係性の理解  
⑫    知

識 
☑ (12)制度の学習 

⑬    ☑ (13)専門家、資格制度に関する知識 

取組目標の 
達成見込 

概ね達成（7 割以上） 
その理由 
具体的な数値を用いて 
記載をお願いします 

・専門家による著作権講習会や、知的財産権講習会を実施。講習を受けた多
くの生徒が著作権や知的財産について関心を持つことが出来た。 
・講習を受けた後、動画配信や商品開発、成果発表を行ったが、学習した内
容を生かして行うことが出来た。 

取組の状況 
具体的な数値を用いて 
記載をお願いします 

・動画配信の専門家を招いて著作権講習会を実施し、音楽等についての著作権を学んだ。 
・衣装の検討をし、デザイン等に関する著作権を意識しながら学習した。 
・ファッションショーを開催し、著作権・肖像権等を配慮しながら、動画配信を行った。 
・弁理士を招聘して知的財産権講習会を開催した。 
・小物の商品開発では著作権等を念頭に検討し、試作の後、製作を行った。 
・製作した小物を文化祭や校外のイベントで販売した。 

年間の取組のうち、最も重視した取組又は成果のあった取組等について 

取組番号・内容 １ ファッションショーの成果発表 

成果内容 
ファッションショーを行う為に、衣装の製作だけでなく、ショーの構成、音響、照明まで、生徒自らが発案・検討し、知的財産権を考慮しながら
文化祭や校外のイベント等で、その成果を発表し、動画配信を行った。 

生徒・学生に 
見られた変化 

ファッションショーの衣装のデザインや構成等を検討する中で、始めは自分たちで好きなように決めていたが、知的財産権について学び、校外で
発表する事や動画配信を行う事を考慮し、知的財産権について常に念頭に置いて検討を重ねることが出来た。 

その根拠 
年度当初、配信のプロの業者の方をお招きし、著作権等の知的財産権について学び、場合によっては勝手に音楽等を使用してしまうと罰金を科せ
られたり、動画配信の際は、配信が止められてしまうことがあることがわかった為、常に意識して検討を進められるようになった。（グラフ１） 

課題・反省点 
プロの方からお話を伺うことが出来たので、生徒もきちんと考えることが出来るようになったが、校内行事で発表する際には特に問題になること
がないため、今後もその問題を教員がうまく伝えていくことが出来るかが課題である。 

今後の展望 
ファッションショーを企画し、検討し、発表を行う事は、生徒たちが協同し、試行錯誤しながら意欲的に学び、大きな成果を得ることができる
為、学習の成果は大きい。また校外行事での発表や動画配信を行う事で、知的財産権に関する学習が生きてくるので、今後も継続していきたい。 

本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。 
本報告書の内容は、各校での知財学習の取組全体を記載しているものであり、本事業の活動経費支援を利用していない取組を含む場合があります。 
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＜写真・図表等掲載欄＞ 

 

 

 

 

 

（写真 1）著作権講習会      （写真 2）知的財産権講習会     （写真 3）製作風景    

 

 

 

 

 

（写真４）配信機材のセッティング  （写真５）ファッションショー   （写真６）小物販売  

（グラフ 1）成果（指導前後の比較） 

ファッションショーにおける取組について 

ファッションショーを実施するまでの具体的な取り組みは、①著作権講習会②衣装の検討③ショー構
成の発案・課題検討④成果発表である。まず著作権講習会では、配信のプロの講師を招いて著作権に
ついて学習することで、ファッションショーで使用する音楽も知的財産権で保護されることを知り、
知的財産権の概念を理解し身近な存在にすることができた。衣装の検討については、衣装のアイデア
が、知識・経験や材料の組み合わせで生み出すことができるものであり、日常生活で経験したことの
すべてがアイデアのきっかけになることを知ることにつながった。ショー構成の発案については、音
楽や衣装構成、照明構成をグループで検討する中で、自分で
考えたアイデアが既存のものでないか、情報の収集、整理・
分析を行うことで自ら学ぶ良い機会となった。成果発表では
ファションショーを開催し、ライブ配信を行った。実際に自
分たちのショーをライブで配信することで、意識が高まり、
良い学習の場となった。その後もショーの反省を生かし、今
後も著作権等の知的財産権を意識していくとともに、創意工
夫をもって様々な活動に臨む意欲を持つことが出来ることと
になった。 
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 様式４ 

令和７年度 実践事例報告書 

 

学校番号 家 02 学校名 和歌山県立熊野高等学校 担当教員名 上村 桂 

ねらい 

☑ キャリア教育・ビジネス体験          ☑ 知的財産や社会制度への理解促進 

☑ 生徒の能力育成（創造性・主体性・表現力等）  ☑ 外部との連携強化・地域産業への理解促進 

☐ 指導体制の構築・教員のスキル向上       ☑ 学校の特色や専門性の強化・生徒募集 

☐ その他（                                    ） 

関連法 ☐ 特許・実用   ☐ 意匠   ☑ 商標  ☐ その他 （                 ） 

年間の取組内容 対象者・実施機会等 
該当する 

要素の番号 知財学習の要素 

➀ 知財セミナーの実施 総合 1 年/看護 2 年・授業 1,2,3,6,7,8,11,12 

創
造 

☑ (1)創造性を鍛える 
➁ 専門家によるアドバイスの機会の設定 総合 3 年・授業と部活動 1,3,6,7,8,10,11,12 ☑ (2)情報を利用する能力 
➂ 麦わらストロープロジェクト 総合 3 年・授業と部活動 2,3,6,7,8,10,11,13 ☑ (3)発想・技術を表現する能力 
④ 探究学習のテーマ設定・課題把握 総合 1 年/看護 2 年・授業 1,2,3,6,7 ☐ (4)観察力を鍛える 
⑤ 探究学習ホームプロジェクトの実施 総合 1 年/看護 2 年・授業 1,2,3,6,7, ☐ (5)技術を体系的に把握する能力 
⑥ フェーズフリー商品の開発と検証 総合 3 年・授業と部活動 1,2,3,6,7,10,11 

保
護 

☑ (6)商品や社会とのつながりの理解 
➆ 発表に向けてプレゼンの資料作成 総合 3 年・授業と部活動 2,3,6,7 ☑ (7)保護・尊重する意識 
⑧ 販路開拓のためのブランディング 総合 3 年・授業と部活動 2,3,6 ☑ (8)技術等と権利の対応関係を把握する能力 
⑨    ☐ (9)手続の理解  
⑩    活

用 
☑ (10)権利を活用する能力 

⑪    ☑ (11)産業や経済との関係性の理解  
⑫    知

識 
☑ (12)制度の学習 

⑬    ☑ (13)専門家、資格制度に関する知識 

取組目標の 
達成見込 

概ね達成（7 割以上） 
その理由 
具体的な数値を用いて 
記載をお願いします 

・取得した商標のライツクリアランスを学年全体に紹介した結果、知的財産権を与
えて、保護し活用することに対して肯定的な意見が 31％から 91％まで向上した（ア
ンケート調査 194 名） 

取組の状況 
具体的な数値を用
いて記載をお願い
します 

・麦わらストロープロジェクトでは、県西牟婁振興局地域づくり課を通じ、飲食業や食材卸売業に関わる田辺市商工会青年部員６人を招いて改良点
や販売の仕方についてのアドバイスを受けた。（写真１） 
・フェーズフリー商品『寝袋』の開発では、避難所体験の際に試作品 1 号を使用、体育館で一晩寝て使用 した感想やフィードバックを受け、試作品 
2 号を製作。2 号は 綿を間に入れ、保温性を高め使用感を追求した。（写真２） 
・麦わらストロープロジェクトの取り組みについて『高校生ビジネスプランコンテスト 関西 NBC B-hack High school2025』に応募、全国約 300 組の
応募から優秀賞 21 組に選ばれ、10 月 10 日関西万博で発表、準グランプリを獲得した。（写真３） 
・12 月 13 日（土）JR 天王寺駅構内の天王寺 MIO に AED シート 24 個を納品（写真４） 
・12 月 17 日（水）白浜温泉旅館組合に麦わらストロー1000 本を納品（写真５） 
・12 月 17・22・28 日（水・月・日）NHK 和歌山放送が麦わらストローの取材、1 月６・７日（火・水）放送による広報活動を行う（写真 6） 
・兵庫県主催 1.17 防災未来賞「ぼうさい甲子園」にフェーズフリー商品の開発プロジェクトを応募、全国 111 組の応募の中から特別賞を受賞 

年間の取組のうち、最も重視した取組又は成果のあった取組等について 

取組番号・内容 ②専門家によるアドバイスの機会の設定（AED ハートフルシート TM） 

成果内容 

・「AED ハートフルシート TM」の商標権の取扱やライセンスについて、専門家および先進事例指導者から適切な助言を受け、権利管理の在り方を
整理することができた。県外校から類似品製造に関する許可申請があり、型紙の使用許可や製作過程の写真共有など、必要な条件を明確に取り決め
たうえで適切に許諾手続きを進めることができた。外部施設への納品を実施するとともに、文部科学省調査官による授業視察を受けたことで、生徒
の活動に対する誇りや自己効力感が一層高まり、学習意欲の向上につながった。 

生徒・学生に 
見られた変化 

・迅速な救命行動につなげるため、傘布の色や柄が視認性に与える影響を考慮しながらデザインを工夫するなど、主体的に学びを深める姿が見られ
た。また自分たちの手で製作した 50 個のエシカル AED ハートフルシートを、設置を希望する施設へ一刻も早く届けたいという責任感と社会貢献意
識が芽生えた。授業開始前から自主的に作業に取り組み、教師からの指示がなくても制作活動を進めるなど、意欲的で主体的な学習態度が顕著に見
られ、多くのシートを製作することができた。 

その根拠 

・JR 天王寺駅構内の天王寺 MIO 様からエシカル AED ハートフルシート 24 個の注文を受けた際、生徒の中から「自分たちで納品に行きたい」と申し
出があり、休日に往復 3 時間をかけて自主的に納品に参加した。社会的責任を自覚し、学習成果を社会に届ける行動へとつなげる姿が見られた。 
・町内の新設施設に AED が設置されているかを自ら確認するため、生徒が主体的にアポイントメントの電話を行い、積極的に配布活動を進めた。郵
送を含め 10 施設への配布を実現し、地域の安全に貢献しようとする意識の高まりが確認できた。 

課題・反省点 
・本事業は家庭科中心で進めてきたが、学校全体へ発展させるには教科・学年連携の構築が課題である。知財教育や地域連携の視点を全校で共有
し、カリキュラムに位置付けるための組織的体制づくりが今後の重要な検討事項となる。 
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・選択科目『服飾手芸』で予定していた医療帽子開発が未実施となり、来年度に向け授業計画の再構築が課題である。 

今後の展望 
・本校では、魅力ある学校づくりに向けてカリキュラム全体の見直しを進めている。来年度以降は、地域資源を生かした本校独自の学校設定科目や 
特色ある授業の創設に向け、シラバスの開発を検討している。その中に、これまで培ってきた知財教育の視点を組み込み、家庭科を主体とした先進 
的な開発授業を体系的に位置付けることで、本校でしか学べない学習環境の構築を目指す。 

本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。 
本報告書の内容は、各校での知財学習の取組全体を記載しているものであり、本事業の活動経費支援を利用していない取組を含む場合があります。 

＜写真・図表等掲載欄＞ 

田辺市商工会青年部との商談会（写真１） フェーズフリー商品『寝袋』の開発（写真２） 10/10 関西万博で発表、準グランプリ受賞（写真 3） 

天王寺 MIO に AED シート 24 個を納品（写真４） 白浜温泉旅館組合に麦わらストローを納品（写真５） 

 

NHK 和歌山による麦わらストローの取材（写真６） 

 

 

 

 

 

 

 

（特記すべき取組と成果）AED ハートフルシート TM～旅客機設置に向けて～ 
12 月 18 日（木）、文部科学省総合教育政策局男女共同参画社会学習・安全課の安全教育調査官が、本校の AED ハートフルシート製作活動を視察さ

れた。令和 6 年 3 月発行の指導参考資料集『実践的な防災教育の手引き 中学校・高等学校編』164 ページに「女性に安心して使える『AED シート』の
開発と普及」として本校の授業案が掲載されたこと、さらに兵庫県主催「1.17 防災未来賞ぼうさい甲子園」において 10 年連続受賞を続けていること
が契機となり、来校が実現したものである。当日は生徒による製作の様子を参観いただき、懇談の中で本取組の意義について意見交換を行った。その
結果、旅客機内への設置に向けた協力を得られることとなり、活動の社会的広がりが一層期待される成果となった。 
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